





































































H M L 
tl 20 60 20 
t2 30 40 30 
t3 40 20 40 
[過程P2]地域社会れの時間的変化
H M L 
tl 20 60 20 
t2 30 60 10 
t3 40 50 10 
「世界都市」東京の空間構造とその変容(豊田)
|階層別構成比の地域分布|





























め、上位・中位・下位のH層・ M層・ L層の3階層からなる単純な模式を使って考えてみよう。図 1
にはそれぞれの構成比が示されている。社会変動理論として構想された階層分極化現象とは、本来過
程Plに見るように、地域社会 rlにおいて、 M層が減少してH層と L層が増加する過程を指す。いま、
時点 t2を断面として階層と地域の地理行列を作ったとき、ケースSIのような分布が得られたとする。
分極化過程に照らして言えば、地域 rlはれより分極化が進んでおり、地域 r3はr2より進んでいない


















空間的分極化の例として示した地域 r4'"'-' r 6の人口が同規模であると仮定し、これを足し合わせて各





PlやP2が並行して進行しており、ある時間横断面を見たとき、地域 r1'"'-' r 6が混然となって分布して












































































都心 1980 187 22.5 21.1 37.1 11.4 7.9 1.33 0.98 1.50 0.81 0.35 
1985 182 24.0 22.8 34.9 11.5 6.7 1.32 1.02 1.44 0.80 0.32 
1990 151 25.8 23.4 33.5 11.7 5.7 1.36 1.01 1.39 0.79 0.30 
1995 140 25.7 23.3 34.1 12.1 4.9 1.33 1.02 1.35 0.77 0.29 
準都心 1980 522 21.3 21.7 34.0 10.1 13.0 1.25 1.01 1.38 0.72 0.57 
1985 517 23.5 22.3 32.4 10.7 11.2 1.29 0.99 1.34 0.74 0.54 
1990 469 24.2 23.0 31.3 10.9 10.6 1.28 0.99 1.30 0.74 0.56 
1995 441 24.7 22.3 32.1 11.9 9.0 1.27 0.98 1.27 0.76 0.54 
西部 1980 1.731 21.6 24.3 27.5 11.8 14.8 1.27 1.13 1.11 0.84 0.65 
1985 1，827 22.7 25.0 27.3 12.2 12.8 1.25 1.12 1.13 0.85 0.61 
1990 1，870 23.2 25.3 27.0 12.8 11.7 1.22 1.09 1.12 0.87 0.61 
1995 1，862 23.0 24.6 28.3 13.9 10.2 1.19 1.08 1.12 0.88 0.61 
東部 1980 1，774 12.6 20.2 27.2 14.5 25.5 0.74 0.94 1.10 1.03 1.12 
1985 1，837 13.8 21.8 26.4 15.4 22.6 0.76 0.97 1.09 1.07 1.08 
1990 1，946 14.4 22.8 26.2 16.1 20.5 0.76 0.98 1.09 1.09 1.08 
1995 1，920 15.3 22.6 27.4 16.9 17.8 0.79 0.99 1.08 1.08 1.06 
区部計 1980 4，214 17.8 22.1 28.6 12.7 18.8 1.05 1.03 1.16 0.90 0.82 
1985 4.363 19.1 23.3 27.9 13.3 16.5 1.05 1.04 1.15 0.93 0.79 
1990 4.436 19.6 23.9 27.3 14.0 15.2 1.03 1.03 1.13 0.95 0.80 
1995 4，362 19.9 23.4 28.5 15.0 13.3 1.02 1.02 1.13 0.95 0.79 
首都圏 1980 12，936 16.9 21.4 24.7 14.1 22.9 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 
1985 14，307 18.2 22.4 24.2 14.4 20.9 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 
1990 15，965 19.0 23.2 24.1 14.8 19.0 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 









































- 11T"'-堕塑 0.U~ 1 0 
堕璽塑 Oa"'-0.5σ 






圃圃 3.0 ~ 3.5 
E圏 2.5 ~ 3.0 
匿盟 2.0 ~ 2.5 
CIJ 1.5 ~ 2.0 
仁コ ~ 1.5 
専門・管理職の構成比の変化
_ 1，...， 
堕堕 0.8b~ 1σ 
匝盤国 Oσ"'-0.5σ 








匿麹 0.8~ 1.6 
E2.l o. 0 ~ o. 8 亡コ ~ 0.0 
事務職の構成比の変化
圃圃 11T"'-
圃圃 0.8ふ"'- 1 a 
瞳圏 Oa"'-0.5σ 
医麹 0ー.5a "'- Oa 










(ポイント)_ 1.2 ~ 
圃圃 O.8 ~ 1. 2 
臨圏 O.4 ~ 0.8 
毘麹 0ー.0~ 0.4 










園田 2.2 ~ 2.6 
臨調1.8 ~ 2.2 
医~ 1.4 ~ 1.8 
CIJ 1.0 ~ 1.4 亡コ ~ 1.0 
現業職の構成比の変化
(ポイント)
_ -2.5 ~ 
園田-4.0~一2.5
盟圏-5.5 ~-4. 0 
匿麹 7ー.0 ~-5. 5 
[3]-8. 5 ~一7.0







































































】日】 a 】〕】~C M M M示






























都心 19. 7 16. 6 15. 9 53. 9 46.5 43.1 33.4 27. 8 26. 8 
準都d心 89. 8 80. 0 74.9 174.9 156. 3 154. 5 77.0 73. 1 66. 8 
西部 342.4 299. 6 318. 2 668. 3 665. 5 693. 9 263. 8 260. 3 249.4 
東部 277.7 272.1 286. 9 682. 8 681. 3 722. 6 170.8 184. 5 190. 9 
区部計 729. 6 668. 2 695. 9 1579. 9 1549.6 1614.2 545. 0 545. 8 533. 8 
構成比(%)
都心 18. 4 18. 2 18. 5 50. 4 51. 2 50. 2 31. 2 30. 6 31. 3 
準都心 26. 3 25. 9 25. 3 51. 2 50. 5 52. 2 22. 5 23. 6 22. 5 
西部 26. 9 24. 4 25. 2 52.4 54. 3 55. 0 20. 7 21. 2 19.8 
東部 24. 5 23. 9 23. 9 60. 4 59. 9 60. 2 15. 1 16. 2 15. 9 
区部計 25. 6 24. 2 24. 5 55. 3 56. 1 56. 8 19. 1 19.7 18. 8 
*埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県の「世帯の収入jから上下五分位点の年間収入額を推定L、比例






園田 26.0- 28.0 
E闇 24.0- 26.0 
匿m22.0 - 24.0 





園圃 26.0- 28.0 
盟掴 24.0- 26.0 
匿ml22.0 - 24.0 
[J] 20. 0 - 22.0 亡コ -20.0 
低所得世帯 1993年
_ 63.0-
圃薗 60.0- 63.0 
臨麗 57.0- 60.0 
匿盟 54.0- 57.0 





田園 60.0- 63.0 
臨調 57.0- 60.0 
匿盟 54.0- 57.0 






田園 22.0- 24.0 
臨盟 20.0- 22.0 
匿麹 18.0- 20.0 





園田 22.0- 24.0 
盟国 20.0- 22.0 
鹿沼 18.0- 20.0 


































































































































2) Sassen， s.， The global city : New York， London， Tokyo. Princeton University Press， 1991， pp. 273・283. (Reprinted in 
Fainstein， S. and Campbell， S. eds.， Readings in urban theor)人 Blackwell，1996， pp. 61・71.) 
3)フリードマン(贋松悟訳) r世界都市仮説J(ノックス、テイラー共編、藤田直晴訳編『世界都市の論理』、鹿島
出版会、 1997)191-201頁。
















12)地域 r1'" r ιをH，M，Lの各階層構成比を基準に分類してみよう。( )内が閉じ値を示すグ、ループである。
H層(r 1， r ，) > (r 2， r 5) > (r 2， r 6) 
M層(r 3)> (r 2， r" r~， r.) > (r 1) 





































26) 1990年国勢調査によると 65歳以上の高齢人口比率は千代田区16.6%、台東区15.9%で、 23区中1位と2位を占め
る。
27)なお、人口当たりの平均値である個人所得指数で1983年から1993年の増加率を求めると、新宿区8.5%、豊島
区4.7%であった。特に前者は区部全体の値4.4%を大きく上回るもので、この数値のみから判断すると地域の富
裕化という結論に至る。これは平均所得で測り得ない分極化の例証となろう。
28)1980年代に急増した新宿区と豊島区の外国人居住者に関する調査報告として下記のものを参照。奥田道大・広
田康生・田嶋淳子「外国人居住者と日本の地域社会J、明石書居、 1994、36-128頁。
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